
株式会社繁昌 SDGs宣言

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、
積極的な取組みを通じて持続可能な社会の実現に貢献してまいります。
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我々は、お客様の価値観に合わせた質の高いサービ
スを追求し、地域に長く愛される企業を目指してま
いります。

【主な取組み】
高性能なスチームオーブンの販売推進
各種飲食店の自社運営
顧客向け飲食店開業のコンサルティング支援

働く従業員のために
就労環境の整備を通じて、従業員一人ひとりが安心
して働くことのできる職場環境づくりに取り組んで
まいります。

【主な取組み】
ハラスメント禁止について社内規定への明記
月1回外部講師による勉強会の実施
女性従業員の営業職での採用

環境を守る
限りある資源を大切に活用するとともに地球環境へ
の負荷低減に努め、持続可能な地球環境の保全に貢
献してまいります。

【主な取組み】
飲食店での食品ロス削減
全ての店舗へのLED照明導入
タブレットを活用した営業（ペーパーレス化）

社会貢献
地域とともにある企業として社会貢献に資すること
を考え、実践することにより、地域経済の発展に寄
与してまいります。

【主な取組み】
様々な経営者が集まる勉強会への参加
地元人材の積極的な雇用

SDGsへの取組み

物心両面の豊かさ



～バナナペーパーとは～

バナナペーパーは、今までは廃棄されるだけだったオーガニックバナナの茎から取った「バナナ繊維」を
原料として使用し、日本の和紙の技術を用いて作られた「フェアトレード」の紙です。

野生のシマウマ、キリン、ゾウが自由に歩くアフリカ南部にある国・ザンビアの村で繊維を取っています。
この繊維を取るという仕事のおかげで、アフリカの女性たちに雇用が生まれ、子供たちが学校に行ったり、
マラリアを予防するための蚊帳を買ったり、電気のない家にソーラーランプをつけたりすることができる
ようになりました。

環境に配慮し、アフリカの貧困層の村に雇用を生み出し、現地の人々の自立を支えるバナナペーパーは、
国連サミットで採択された「持続可能な開発目標（SDGs／Sustainable Development Goals）」の達成
の貢献につながる特徴を持っています。

※本宣言書は、バナナペーパーを使用しております。

持続可能な開発目標 SDGsとは

SDGsは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、
2015年9月に国連で採択された2030年までの国際開発目標。17の目標と169のター
ゲット達成により、「誰一人取り残さない」社会の実現に向け、途上国及び先進国で
取り組むものです。


